
ＮＩＥ実践報告 

 

１．タイトル：                                        

 

２．学校名 

 

３．実践者名（代表者名） 

 

４．学年 

 

５．教科・領域名および受講児童・生徒数 

 

６．単元（本時の学習課題）名 

 

７．目標(狙い) 

 

８．評価の視点 

 

９．年間指導計画における本単元の位置づけと時数 

（または、単元展開および時数と本時の位置づけ） 

 

10．単元（本時）の学習展開（含む時数）と留意点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11．児童・生徒の反応、感想・意見 

 

 

 

12．成果と課題 

 

 


	TextField2: 　企業見学等の体験を生きて働く次のステップのための学習にしていくために、新聞を教材として事前事後の学習に取り入れていくことは有用である。特に、経済学習においては、経済欄だけでなく、テレビ欄、家庭欄すべてのページを教材として役立てることができた。　自宅で新聞を購読していない家庭は増加している。インターネットにどんどん流れてくる情報はチェックしても、新聞の情報は読みにくいという感想をもつ生徒も少なくない。新聞に触れる機会をもたせ、これを活用する手段を身につけさせることは、これからの学校の責務であると感じている。
	TextField2: ・社会科だけでなく、英語などすべての学習に興味をもつことが経済にとって大切だと感じた。・円高については新聞やニュースで知ってはいたが、現実に円の価格が動く様子に驚いた。・これからも世の中の動きに注目していきたい。自分の将来を考えるためにも。
	TextField2: 　みずほ銀行のご協力により、ディーリングルームを中心とした銀行見学、若手行員による為替ゲーム（総合的な学習の時間で実施）と公民の授業で、株価や為替の変動をチェックすることができるデータとして新聞を活用した経済の授業を組み合わせたプログラム。　公民では、教科書・資料集で基礎的な用語を学ぶとともに、ニュースの中でネガディブに取り上げられた企業の株価や国の通貨の価格が下がっていること、また、同じ株式を扱うページでも新聞によって表現や周辺で扱われている記事に違いがあること等、集積された新聞から様々なデータを読み解きながら、ワークシートにまとめていった。　銀行見学では、ディーリングルーム見学中に、リアルタイムで飛び交う通貨取引の声に驚き、複数のパソコンに囲まれ、英語で世界の国々のディーラー達とチャットしながら取良いり引きを進めていく銀行員の姿を目の当たりにすることができた。併せて若手の銀行行員と仕事について話をする機会をもつこともでき、生徒にとっても机上の学習と現実がつながる良い機会をもつことができた。
	TextField2: 私たちの暮らしと経済：金融・財政と為替・国際経済を組み合わせて編制（８時間）
	TextField2: 社会的事象を学習対象とすることで、正しい社会認識・職業意識を身につけることができた。
	TextField2: 身近な銀行での実践と、新聞紙上での経済記事・株価の変動を継続して見ていくことを組み合わせることで、グローバルな経済事情に興味・関心をもたせる。
	TextField2: 企業と連携した金融教育（経済的分野）３９名
	TextField2: 社会・公民的分野　１５７名
	TextField2: 中学３年生
	TextField2: 荒川美奈子
	TextField2: 千代田区立九段中等教育学校
	TextField1: 社会を読み解く手がかりとして　



